
土砂災害を未然に防ぐ

砂防堰堤
さぼうえんてい

豪雨や地震によって斜面崩壊や河床に堆積
した土砂が再移動し、土石流となって河川を
埋め洪水氾濫を引き起こしたり、住宅や道路
を壊すなど、下流に大きな被害をもたらしま
す。砂防堰堤はこうした土石流による災害を
防ぐために荒廃した渓流に建設されます。

豊かな美しい山をつくる

山腹工
さんぷくこう

崩壊した山腹をそのまま放置しておくと、土
砂流出が活発化し、ますます崩壊が拡大す
るという悪循環が起きてしまいます。山腹工
は、荒れた山肌に土留め壁や編柵・水路など
をつくって斜面を安定させ、草木を植えて裸
地を緑で覆い、降雨等による土砂災害を防ぐ
とともに、緑に満ちた森林を創出していきます。

安全な流れをつくる

床固工群
とこがためこうぐん

曲がりくねった川を真っ直ぐにして、川の流れ
を安定させ、大雨の時に川があふれないよう
にします。床固工（とこがためこう）と護岸工
（ごがんこう）が一体となって川岸や川底が削
られるのを防ぎます。また、魚の生息域を保
つために魚の通り道となる魚道（ぎょどう）を
もうけたり、人々が川に親しめるような安らぎ
の空間を造っています。
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令和７年度 鬼怒川流域の直轄砂防事業について
鬼怒川上流域は､急峻な地形と日光火山群からなる脆弱な地質､山岳地帯
の厳しい気象条件により数多くの崩壊地を伴って著しく荒廃しています｡
古くから土砂災害が繰り返され､今でも多くの土砂が流出しており､土砂
災害が発生するおそれがあります。
土砂災害から住民の生命と財産を守り､観光資源等を保全するため､土砂
流出状況及び施設の整備状況などを踏まえて効果的に砂防事業を進めます。
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日光市街地と世界遺産を土砂災害から保全

土砂・洪水氾濫被害の防止・軽減

明治35年の足尾台風により七里地区で土砂災害が発生しました｡
砂防堰堤の整備などにより、下流の日光市街、重要交通網である
国道､世界遺産を土砂災害から守ります。

世界遺産
「日光の社寺」

日光市街地

保全対象

相生第１
砂防堰堤

男鹿川流域は荒廃が著しく､多量の不安定土砂や流木が堆積して
おり、豪雨による土砂災害が懸念されます。平成27年9月豪雨では、
芹沢において土石流災害も発生しています｡
上三依地区は土砂災害警戒区域が分布しており、生活道路や多く
の人家がある地域です。
砂防堰堤を整備し､地域住民の生命財産を土砂災害から守ります｡

過去には土砂流出により橋梁が流出(明治35)したり､台風による発
電施設の被害(平成10年)が発生しました。
砂防堰堤などの整備により、土砂災害から地域住民の生命・財産、
重要交通網、産業施設などを守ります。
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井戸沢砂防堰堤

白倉沢砂防堰堤

井戸沢下沢砂防堰堤

井戸沢砂防堰堤

奥鬼怒山腹工

保全対象

川俣温泉郷

保全対象

主要地方道川俣温泉川治線

平成24年6月の豪雨により鬼怒川上流域で斜面崩壊が発生し、土
砂の生産・流出が発生しています。
早期に山腹工を整備して斜面の安定を図り、下流の主要地方道で
ある川俣温泉川治線や川俣温泉郷を土砂災害から守ります。

至 鬼怒沼

崩壊地の
状況

土砂災害から「いのち」と「くらし」を守る


